
議会基本条例に関する点検票

1

この条例は、議会の基本理念を明らかにし、議会の役割
及び活動原則並びに筑紫野市議会議員（以下「議員」とい
う。）の責務、役割等議会に関する基本的な事項を定める
ことにより、議会が市民の負託に的確に応え、もって市民
福祉の向上及び市勢の発展に寄与することを目的とす
る。

・議会として、市勢をみる上で、市民の
生活実態・状況がキチンと反映されて
いるかどうかの審査をさらに充実させ
る必要がある。
・議員としての責務が明らかになってき
た。
・明文化により議員と市民が共通認識
している。

2

議会は、二元代表制の下、市民を代表し、市の意思決定
を担う議事機関として、多様な市民の意思の調整を図り市
政に反映させるため、公平かつ公正な議論を尽くすととも
に、その機能を最大限に発揮することにより、真の地方自
治の確立を目指すものとする。

・議案に対する議論が少ない。
・市民の意思を把握するシステムに
なっていない。
・議会の機能を活用できているとはい
えない。
･概ねの議論は出来ているが、「真の
地方自治の確立を目指す」で言うと研
究の余地がある。
・二元代表制を周知している。

3

議長は、議会の代表として、議会の品位を保持し、議会の
機能強化に向けての先導的な役割を果たすものとする。
2　議長は、議会活動の状況、市政の課題に対する議会
の方向性等について広く市民に明らかにする役割を担うも
のとする。

・より良い議会であることに対して前向
きである。権威主義的ではない。
・議長の役割を明文化、その通り実践
されている。

4

議会は、第２条の基本理念にのっとり、市民を代表する議
決機関であることを常に自覚し、市政の公正性、透明性及
び信頼性を確保するため、筑紫野市長（以下「市長」とい
う。）及び他の執行機関（以下「市長等」という。）の市政の
運営を監視し、及び評価するものとする。
2　議会は、市民の多様な意見を把握し市政に反映させる
ため、市民の代表である議員相互の自由な討議を尊重
し、必要な政策を立案及び提言することにより、市民ととも
にまちづくりの活動に取り組むものとする。
3　議会は、市民に開かれた議会を目指し、議会が行う活
動へ市民が参加できるように情報公開に取り組むととも
に、市民に対し議会の議決又は運営についてその経緯、
理由等を説明する責任を果たすものとする。
4　議会は、市民に分かりやすい議会運営を行うために、
議会関係条例等を遵守し、これらの条例等について絶え
ず見直しを行うものとする。

・市民の多様な意見を把握しきれてい
ない。
・市民に開かれた議会として、情報提
供に課題がある。
・委員会での休憩をなくし意見交換を
議事録に残すべき。
・２、今後必要ではないか？
・３、ＨＰの取り組み、傍聴人に対する
資料の渡し方、政務活動費の検討が
必要
・４、これから
・１００％能力を発揮できていない所も
ある。
・議会の活動原則が条文化されその通
り実行されている。

5

議員は、選挙により選出された市民の代表として、その負
託に応えるため、地域の課題のみならず、広く市政全般の
課題とこれに対する市民の意思を的確に把握し、議会の
構成員として、議会活動を通じて市政に反映させるものと
する。
2　議員は、議会が言論の府であること及び合議制の機関
であることを充分に認識し、議員相互の自由な討議を尊
重するものとする。

・議員間討議があまり進んでいない。
・１、議会改革推進会議で討論を行っ
ていく。
・議員の活動原則どおり活動している。

条番号 条　　　文 現状の評価と課題

1



議会基本条例に関する点検票

条番号 条　　　文 現状の評価と課題

6

議員は、審議、政策の立案等に必要な能力の向上を図る
ため、研修及び研究に積極的に取り組む等不断の自己研
さんに努めるものとする。
2　本会議及び委員会における質問等は、市の行政事務
について市長等の見解を求める重要な権利であることか
ら、議員はその責任を自覚し、内容の充実に努めるものと
する。

・研修が定例で開催できている。計画
的な研修研究になるようにする。質問
の内容充実が必要。
・研修セミナー・行政視察・全国議長会
研修等積極的に参加。
・自己研鑽及び一般質問が充分されて
いるとは思われない点がある。
・能力が発揮できていないところがあ
る。

7

議員は、議会活動を円滑に行うため、会派を結成すること
ができる。
2　会派は、議会が合議制の機関としての機能を十分に発
揮することができるよう、市政の課題に関して会派内及び
会派相互での積極的な討議及び調整に努めるものとす
る。
3　会派は、市政の課題に関する情報収集、調査及び研究
並びに政策の立案及び提言を行うほか、研修等の実施に
より所属する議員の議会活動を支援するよう努めるものと
する。

･会派内での討議はできているが、会
派相互の検討にはなっていない。提言
をまとめることや予算要求活動などが
課題。議案の提案ができるような調査
研究が課題。
・（例）市庁舎建設特別委員会において
会派では様々な課題や情報収集等議
会活動に対し積極的に支援するよう努
めた。
・全体に係る課題に対し、会派内及び
代表者にて調整が行われている。

8

議会は、市民の意思を的確に把握し、市政に反映させる
ため、次に掲げる方法等により、市民の議会活動への参
加を推進するものとする。
(1)　委員会の運営に当たり、公聴会及び参考人の制度を
活用すること。
(2)　請願及び陳情が提出されたときは、これらを市民によ
る施策提案としてとらえ誠実に処理すること。

・公聴会、参考人制度があまり活用さ
れていない。請願陳情についても本人
から話を聞くようにすると、より内容が
把握できるのではないか。
・（１）はこれまで行った事例がない為
今後活用する。
・（２）例、前畑遺跡（できる限りの対応
を行っている。）
・案件によっては合同審査会を開催し
ている。
・請願及び陳情への対応は適切に対
処されている。

9

議会は、その意思決定に至る過程を市民に対して明らか
にするため、会議等を原則として公開するとともに、議案
等に対する議員の賛否を、速やかに、公表するものとす
る。
2　議会は、市民が会議等を傍聴しやすい環境を整備し、
会議等の公開の実効性を確保するよう努めるものとする。
3　議会は、議会活動に係る情報の公開及び提供に努め
るものとする。

・議案の賛否については公表してい
る。傍聴しやすい環境の整備、資料の
配布は課題。
・１、広報で公表している。
・３、議会だより、ＨＰ等による情報公開
により情報提供がなされている。
・全て公開されている。

10

議会は、市民に開かれた議会を実現するために、多様な
広報媒体の活用により、議会活動に関する広報の充実に
努めるものとする。
2　議員及び会派は、それぞれの議会活動に関して積極
的な広報に努めるものとする。

・広報は充実してきた。会派では会報
を発行できている。
・１、議会だより・フェイスブックの充実
を図る。
・２、議員個人においては市民相談、議
会報告会、会派による議会通信などに
より広報活動に努めている。
・議会ＦＢや個人のＦＢ・ＨＰ等で活動の
広報に努めている。
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条番号 条　　　文 現状の評価と課題

11
第11条　議会は、市民への報告と市民との意見交換の場
として、議会報告会を行うものとする。
2　議会報告会に関することは、別に定めるものとする。

・議会報告会は、参加者や参加者数に
課題はあるが、全員参加の形で開催で
きている。議会報告会の開催が、議員
活動のインセンティブにもなっている。
・年２回（最低１回）は行っている。
・この間、議会報告会はキチンと行わ
れているが、議会報告会の意義とその
都度の獲得目標の意思統一を行う必
要がある。

12

議会は、二元代表制の下、議決権を有する機関として、執
行権を有する市長との権能の違いを踏まえ、互いの役割
を尊重しつつ、対等かつ緊張ある関係を保ちながら、自ら
の機能を最大限に発揮するよう努めなければならない。

・議会の機能についてもっと学習する
必要がある。行政の監視、評価、議案
の修正など、議会の権能を知ることに
よって、議会の機能を果たすことにつ
ながる。
・監視能力を高め実践されている。

13

議会の会議等は、市政上の論点及び争点を明確にするた
め、一問一答の方式で行うことができるものとする。
2　議会の会議等において、市長等及びそれらの補助職
員は、論点及び争点を明確にするために議員の質問等に
対し、議長又は委員長の許可を得て反問することができ
る。

・議案の論点についてまとめる必要が
あると思う。
・１、完全な１問１答方式ではない。（項
目別に回答がなされていない。）
・一般質問に対する論点争点が明確で
ない時が散見される。

14
議会は、市長等の事務の執行が適正かつ公平に、及び効
率的に行われているかを監視し、その効果及び成果につ
いて評価するものとする。

・行政からの四半期報告があるとよ
い。行政評価、事務調査の充実につな
がる。
・行われていない
・決算委員会で十分に行っている。

15
議会は、条例の制定及び改廃、議案の修正、議決等を通
じて、市長等に対し、積極的に政策の立案及び提言を行う
ものとする。

・議会の機能について習熟する必要が
ある。議会報告会での意見をまとめ提
言できるようにしてはどうか。
・これからである。
・提言が少ないようである。

16

議会は、予算及び決算の審議に当たるとき、又は市長等
が重要な政策若しくは施策を策定し、若しくは変更したとき
は、市長等に対し、必要に応じて、資料の提供及び説明を
求めるものとする。この場合において、市長等は、これら
に適切に対応するよう努めるものとする。

・おおむね求める資料の提出、説明に
は対応されていると思うが、例えば市
庁舎建設に関する資料の提出、ＪＲ二
日市駅に関する資料の提出はなかっ
た。
・議会として明確に資料の提供や説明
を求めているのか分からない。
・資料提供及び説明は十分である。

17

法第96条第２項の規定に基づく議会の議決事件は、筑紫
野市市民自治基本条例（平成22年筑紫野市条例第23号）
第10条第１項に規定する総合計画の基本構想及び基本
計画の策定及び改定に関するものとする。
2　議会は、前項以外に議決事件を追加する場合は、その
理由及び根拠を明確にしなければならないものとする。

・総合計画について進捗状況の把握が
必要。委員会などで、経過も含め進行
状況を把握するように。
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議会基本条例に関する点検票

条番号 条　　　文 現状の評価と課題

18

議会は、言論の府であることを十分に認識し、議員相互の
自由な討議を中心に運営するものとする。
2　議員は、前項の議員相互の自由討議を拡大し、条例、
意見書等の議案提出を積極的に行えるよう努めるものと
する。

・議案について、委員会での論点整理
をする。意見書に関して、会派間の意
見交換が必要。内容について、常任委
員会としてのまとめ、委員長報告に盛
り込みたいことを話し合う機会が必要。
・議員間の自由討論は若干行ってい
る。意見書等の提出は積極的に行って
いる。
・執行部側とは行っているが、議員相
互の柔軟な意見交換が必要。

19

会派又は議員は、政務活動費を有効に活用し、積極的に
市政に関する調査研究を行わなければならない。
2　政務活動費の交付及び執行について必要な事項は、
別に定めるものとする。

・適正に事務処理がされている。使途
について、一般的な政務活動にも使え
るように検討してはどうか。
・政務調査費は活用している。
・積極的に調査・研究等に活用してい
る。

20

議会は、社会情勢の変化等により新たに生じる行政課題
等に迅速かつ的確に対応するため、委員会の専門性及び
特性を考慮し、委員会を適切に活用するものとする。
2　委員会審査に当たっては、資料等を公開しながら市民
に対し、分かりやすい議論を行うよう努めなければならな
い。
3　委員会の運営について必要な事項は、別に定めるもの
とする。

・常任委員会での事務調査を制度化
し、議会全体のものとなるよう、報告を
するようにしてはどうか。報告は文書に
まとめ記録を残すようにしてはどうか。
・１、行っている。
・２、これから
・委員会運営については適切に実践さ
れている。

21
議会は、議員の調査研究に資するために設置する議会図
書室を適正に管理し、運営するとともに、その図書、資料
等の充実に努めるものとする。

・現状では場所の制限がある。控室に
ある書類だけでもきちんと整理する。
行政計画など必要なものを整備。ファ
イルの更新、図書の点検、各議員の購
入希望などを募集。
・殆ど活用がなされていない。これから
である。
・議会図書室は設けてあるが、その活
用が不十分。
・活用には個人差がある。
・新庁舎ではハード的に考える必要あ
り。

22

議会は、市長等の事務執行の監視及び評価、政策の立
案及び提言等に関する議会の機能を向上し、議会活動を
円滑かつ効率的に行うため、議会事務局の機能の充実強
化に努めるものとする。
2　議長は、議会事務局の職員を適正に配置するよう努め
るとともに、職員の専門的能力を高めるために必要な措
置を講ずるものとする。

・政策担当など議員と一緒に研修でき
ないか。法務担当の充実など事務局職
員の増員が必要。
・議会事務局は、議会運営・議員活動
を行うに当たって努力しているが、議会
事務局の機能の充実の強化で言うと、
議会として研究を行う必要がある。
・十分に実施されている。

23

議員は、市政が市民の厳粛な信託によるものであることを
認識し、その信託に応えるため、政治倫理の向上と確立
に努めなければならない。
2　議員の政治倫理について必要な事項は、別に定めるも
のとする。

・現状では不合理なことはない。ほとん
どの議員が条例を遵守している。
・政治倫理の向上に努めている。
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条番号 条　　　文 現状の評価と課題

24

議員の定数は、効率的かつ能率的な議会運営の視点か
らだけでなく、市民の代表である議会が、市民の意思を市
政へ十分に反映させることが可能となるように定めなけれ
ばならない。
2　議会は、定数の改定に当たっては、公聴会制度等の活
用により市民の意見の聴取及び反映に努めなければなら
ない。
3　議員定数について必要な事項は、別に定めるものとす
る。

・当面は現体制で、議会の果たすべき
役割について認識し、活動することで
よい。
・各議員が十分に必要性や役割を市
民に伝える。

25

議員報酬は、社会経済情勢、本市の財政状況、類似する
他市の議員報酬等を勘案し、議員の活動状況を反映する
ことを主眼に定めなければならない。
2　議会は、議員提案に係る議員報酬の改定に当たって
は、公聴会制度等の活用により市民の意見の聴取及び反
映に努めなければならない。
3　議員報酬について必要な事項は、別に定めるものとす
る。

・議員報酬について市民の意見を聞く
機会について規定されているが、期末
手当の改正など、特別職の報酬と連動
した議案についても、市民の意見を聞
いたらどうか。費用弁償の在り方につ
いて検討する事が課題。
・市民への意見聴取等努力している。

26

議会は、議会改革に継続的に取り組むとともに、この条例
の趣旨に基づく議会運営等を確保するため、議員で構成
する議会改革推進会議を設置する。
2　議会改革推進会議について必要な事項は、別に定め
るものとする。

・幹事会、推進会議で、年間のまとめ
に沿って検討実施できている。
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